
                                         

 

 

 

 

 

川崎の海を守る消防艇「かわさき」が令和２年５月から運用開始！ 

日本最大級の臨海工業地域を抱える川崎の海を、約２７年間にわたり守ってきた   

「第５川崎丸」に代わり、今年の５月から新消防艇「かわさき」が運用開始となりました。

川崎臨海部のコンビナート火災、船舶火災、水難救助事案への対応が主な任務となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新技術を取り入れ、性能も大幅アップ！ 

 総トン数が約３倍の１０９トンになり、放水能力もアップ！ 

最大放水能力は約２．５倍に大幅上昇し、毎分５万リットル！（消防車２５台分）、最大放

水射程も約１．２倍の１２０メートルにレベルアップしました。 

最新技術を取り入れ、放水開始はタッチパネル式、火災発生箇所を熱でピンポイントに

検知するための赤外線カメラ搭載、また、水難救助事案でヘリコプターとの連携が可能な

スペースも設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 掲載されている記事についてのお問い合わせ 

川崎消防署 川崎区南町２０番地７ ０４４－２２３－０１１９ 

令和２年 

７月号 

 

「第５川崎丸」 

 

新消防艇「かわさき」 

選手交代 

新消防艇「かわさき」を御紹介します！ 

 

緊急救助スペース 

船内操舵室 赤外線カメラ 

レベルアップした放水能力 

家庭用浴槽約２００杯分！ 


